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１．運転･建設状況の概要                      ［添付-１参照］ 

今期間の運転状況は、計画外の原子炉停止や出力抑制はなかった。現在、定期検査を実

施している発電所は 11 基である。 
 

(1)現在、定期検査を実施中の発電所 

・敦賀発電所１号機：第 33 回定期検査（平成 23 年 １月 26 日～） 

・敦賀発電所２号機：第 18 回定期検査（平成 23 年 ８月 29 日～） 

・美浜発電所１号機：第 25 回定期検査（平成 22 年 11 月 24 日～） 

・美浜発電所２号機：第 27 回定期検査（平成 23 年 12 月 18 日～） 

・美浜発電所３号機：第 25 回定期検査（平成 23 年 ５月 14 日～） 

・大飯発電所１号機：第 24 回定期検査（平成 22 年 12 月 10 日～） 

・大飯発電所２号機：第 24 回定期検査（平成 23 年 12 月 16 日～） 

・高浜発電所１号機：第 27 回定期検査（平成 23 年 １月 10 日～） 

・高浜発電所２号機：第 27 回定期検査（平成 23 年 11 月 25 日～） 

・高浜発電所３号機：第 21 回定期検査（平成 24 年 ２月 20 日～） 

・高浜発電所４号機：第 20 回定期検査（平成 23 年 ７月 21 日～） 

 

(2)今期間に定期検査を終了した発電所 

・大飯発電所４号機：第 14 回定期検査（平成 23 年 ７月 22 日～平成 24 年８月 16 日） 

 

   

  



２．特記事項 

(1) 新しい原子力規制機関の発足について               [資料 No.3-1 p.72] 

９月 19 日、国は、原子力の規制と利用を分離し、原子力安全規制、核セキュリティ、
核不拡散等を一元的に規制する原子力規制委員会と事務局である原子力規制庁を設置し
た。これに伴い、敦賀、美浜、大飯、高浜の４ヶ所に設置されていた原子力保安検査官
事務所は、新たに原子力規制事務所として開設された。 

 

(2) エネルギー政策の見直しについて              [資料 No.3-1 p.80,102] 
   ９月 13 日、知事は、牧野経済産業副大臣、神本文部科学大臣政務官と面談し、政府が

策定中の革新的エネルギー・環境戦略について説明を受けた。これに対し、知事は、６
月８日の記者会見で、原子力は重要な電源であるとした野田総理大臣の発言を踏まえ、
エネルギー政策を決定することや、核燃料サイクル政策の柱であるもんじゅについて明
確な方針を示すこと等を求めた。 

   ９月 14 日、政府は、３原則（「40 年運転制限制を厳格に適用する」、「原子力規制委

員会の安全確認を得たもののみ再稼働とする」、「原発の新設・増設は行わない」）を
適用する中で、2030 年代に原発稼働ゼロを可能とするよう、あらゆる政策資源を投入す
ることを旨とする、革新的エネルギー・環境戦略を策定した。 

   ９月 18 日、知事は、平野文部科学大臣と面談し、政府が策定した革新的エネルギー・
環境戦略の説明を受け、もんじゅの位置付けは従来と基本的に変わらないとの報告があ
った。これに対し、知事は、もんじゅについては、安全確保を大前提として、研究体制、
機器の健全性、組織の問題等を改めて検証し、責任あるしっかりとした組織とし、高速
増殖炉の研究開発という本来の目的をぶれることなく、達成するよう要請した。また、
エネルギー政策の中で、現地の状況や地元の意見を考慮した上で、古い原発をやめるの
か、安全性を高めた新しい炉に切り替えるのかということについて、明確な方針を示す
よう求めた。 

   ９月 19 日、政府は、今後のエネルギー・環境政策については、革新的エネルギー・環
境戦略を踏まえて、関係自治体や国際社会等と責任ある議論を行い、国民の理解を得つ

つ、柔軟性を持って不断の検証と見直しを行いながら遂行するとの方針を閣議決定した。 

 

(3) 東京電力福島原子力発電所の事故調査報告書を踏まえた追加安全対策について 

[資料 No.3-1 p.103] 
７月 27 日、知事は関西電力社長と面談し、国会や政府等が公表した福島原発事故の調

査報告書を検証し、原子力発電所の安全対策に反映するよう要請するとともに、免震事
務棟などの早期建設を改めて求めた。これを受け関西電力は、８月 31 日、シビアアクシ
デント対策チームを設置するなどの追加対策を実施することや、免震事務棟については、
一部の通信機能の設置を早めることなどで運用開始時期を前倒しすることなどを県に報
告した。 

 

(4) 県内発電所の敷地内破砕帯の調査について         [資料 No.3-1 p.115,122] 

原子力安全・保安院は、耐震バックチェックの一環として、全国の原子力発電所敷地
内にある破砕帯の評価を改めて整理することとし、意見聴取会における専門家からの意
見を踏まえ、８月 29 日に関西電力美浜発電所および日本原子力研究開発機構高速増殖原
型炉もんじゅに対し、敷地内破砕帯に関する追加調査計画の策定・報告を指示した。こ
れを受け、各事業者は、９月５日に美浜発電所およびもんじゅの追加調査実施計画書を
保安院へ提出した。 
 



(5) 高速増殖原型炉もんじゅについて 
  ①高速増殖原型炉もんじゅの平成 25 年度概算要求について 

    ９月７日、文部科学省の大竹審議官（研究開発局担当）が来県し、平成 25 年度概算
要求で、今年度同様の「もんじゅ」の維持管理・安全対策予算の他に、新たに国のエ
ネルギー政策の方向性に柔軟に対応するための予算を計上するとの報告を受けた。 

    これに対し県は、もんじゅおよび核燃料サイクルは、国として方向性を出すことが
重要であり、国際的な意義も含め、しっかりと議論するよう求めた。 

 

②炉内中継装置の復旧について              [資料 No.3-1 p.151,155] 
原子力安全・保安院は、８月８日、炉内中継装置の使用前検査や現地での確認等の

結果を踏まえ、３月９日に原子力機構が提出した炉内中継装置落下の原因と対策及び
落下による設備への影響評価結果は妥当であると判断した。 
これを受け、文部科学省と原子力機構は、県に対し、炉内中継装置が正常な状態に

復旧したことを報告するとともに、原子力機構は、９月６日、炉内中継装置の落下に

係る原因と再発防止対策等を、原子力安全専門委員会に報告した。 



３．安全協定に基づく異常事象の報告                             [資料 No.3-1 p.39] 
 

      今期間、安全協定に基づき報告された異常事象は２件あった。周辺環境への放射能の
影響はなかった。 

 
(a) 今期間、安全協定に基づき報告された異常事象（２件） 

件 

番 
発電所名 件    名 

国への 

報告区分 

① 敦賀２号機 

発生 

(H24.８.21) 

終結 

(H24.９.14) 

 

[添付 No.3-1 

p.41 参照] 

 

管理区域内での協力会社作業員の負傷 
 
・ 定期検査中の８月 21 日、原子炉補助建屋地下１階の通路で

水密扉の扉枠設置作業中に、作業員が倒れてきた扉枠と床
との間に挟まれ胸部を負傷した。 

・ 扉枠が倒れた原因は、転倒防止用の布製ベルトを取り外し
てくさびで扉枠を仮固定した状態で作業を行い、作業中に

くさびがずれたためと推定された。 
・ 対策として、扉枠の転倒防止措置としてくさびを使用しな

いこととした。 
・ 転倒防止対策がない状態で作業を行ったことを踏まえ、日

本原電は、原電社員および協力会社社員に対し、労働安
全対策の重要性を再認識させるための教育を行った。  

対象外 

② 高浜１号機 

発生 

(H24.９.４) 

終結 

(H24.９.10) 

 

[添付 No.3-1 

p.43 参照] 

空冷式非常用発電装置用中継接続盤他改良工事における協力

会社作業員の負傷 
 
・ 定期検査中の９月４日、１号機の空冷式非常用発電装置と

中継接続盤をつなぐ電気ケーブルを運搬車に積み込むた
め、作業員が運搬車を誘導していたところ、運搬車と屋外

消火栓廻りの柵の間に挟まれ負傷した。 
・ 原因は、当該作業員が後退している運搬車の後方に立ち入

ったことに加え、運転手は十分に後方の注意を払っていな

かったことから、運搬車の停止が遅れ、被災したものと推
定された。 

・ 対策として、協力会社に本事象について周知するととも
に、動いている車両の進行方向へ不用意に立ち入らないこ
と等の基本動作の実施を徹底した。  

対象外 

 



(b)以前に報告された異常事象について、原因対策等が報告されたもの（２件） 

件 

番 
発電所名 件    名 

国への 

報告区分 

③ 大飯４号機 

発生 

(H20.８.19) 

終結 

(H20.10.12) 

 

[添付 No.3-1 

p.48 参照] 

１次冷却材中の放射能濃度の上昇（燃料集合体の漏えい） 
 
・ 運転中の平成 20 年８月 19 日、燃料集合体に漏えいが発生

した疑いがあると判断し、監視強化を行い、９月９日に定
期検査を開始した。 

・ 発電所での調査の結果、燃料集合体１体の燃料棒１本に漏
えいが確認され、当該燃料集合体については、試験研究施
設で詳細な調査を実施することとした。 

 
（追加報告） 
・ 平成 21 年 11 月、当該燃料集合体を発電所から搬出し、調

査した結果、漏えい燃料棒の最下部支持格子部に顕著な摩

耗痕が確認され、最下部支持格子の下側支持板相当部で摩
耗によって形成された貫通孔が確認された。 

・ 漏えいの原因は、平成 21 年の大飯２号機および平成 22 年
の大飯１号機で発生した燃料漏えいと同様の最下部支持
格子位置における燃料棒の摩耗によるものと推定された。  

対象外 

④ 高速増殖原型炉

もんじゅ 

発生 

(H22.９.６) 

終結 

(H24.８.８) 

 

[添付 No.3-1 

p.50 参照] 

燃料交換片付け作業中における炉内中継装置の落下 
 
・ 平成 22 年８月 26 日、燃料交換の片付け作業として、原子

炉機器輸送ケーシングのグリッパ（つかみ具）で炉内中継
装置を原子炉容器内から引き抜いていたところ、約２ｍ吊
り上げた時点で炉内中継装置が落下した。 

・ 落下の原因は、燃料交換作業に伴う原子炉機器輸送ケーシ
ングの据付け・取外し作業時の振動により、グリッパの２

本の爪を開閉させるロッドとロッド駆動部を接続するＵ字
金具のねじ部が徐々に緩み、爪開閉ロッドが回転して、爪
が十分開かず、片方の爪のみで炉内中継装置を吊り上げ、

途中で爪が外れて落下したものと推定された。 
 
（追加報告） 
・ 対策として、ロッド駆動部とＵ字金具を一体構造とし、緩

みが生じるねじ部をなくし、爪開閉ロッドが回転しないよ
うグリッパの構造変更を行った。また、グリッパの状態を
確実に把握するため、吊り上げ開始時にグリッパに荷重が
掛かり始める位置を正確に検出できるよう改善を行った。  

法律 

 



 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

  項 目 

発電所名 

現状 利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh） 

平成 24 年度 運開後累計 平成 24 年度 運開後累計 

日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H23. 1.26～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

６３．７ 

 
６６．１ 

０．０ ８４７．３ 

２号機 
定期検査中 

(H23. 8.29～未定) 

０．０ 

  
０．０ 

７３．８ 

 
７３．９ 

０．０ １,９２２．９ 

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

40％出力プラント 

確認試験準備中 

（停止中） 

――――― 

（H22. 5. 6 10：36 原子炉起動、H22. 5. 8 10:36 臨界) 

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H22.11.24～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

５１．２ 

 
５３．３ 

０．０ ６３８．０ 

２号機 
定期検査中 

(H23.12.18～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

６１．０ 

 
６２．５ 

０．０ １,０７５．２ 

３号機 
定期検査中 

(H23. 5.14～未定） 

０．０ 

 
０．０ 

６８．６ 

 
６９．２ 

０．０ １,７８０．２ 

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H22.12.10～未定) 

０．０ 

 
  ０．０ 

６４．２ 

 
６５．１ 

０．０ ２,２１７．３ 

２号機 
定期検査中 

(H23.12.16～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

７１．２ 

 
７１．８ 

０．０ ２,４０７．９ 

３号機 運転中 

４７．７ 

 
４８．２ 

７６．８ 

 
７６．８ 

２４．７ １,６５０．７ 

４号機 運転中 
３８．９ 

 
３９．４ 

８１．６ 

 
８１．３ 

２０．１ １,６５８．９ 

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H23. 1.10～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

６７．０ 

 
６７．５ 

０．０ １,８３８．６ 

２号機 
定期検査中 

(H23.11.25～未定) 

０．０ 

  
０．０ 

６８．１ 

 
６８．７ 

０．０ １,８１９．２ 

３号機 
定期検査中 

(H24. 2.20～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

８１．７ 

 
８１．０ 

０．０ １,７２６．７ 

４号機 
定期検査中 

(H23. 7.21～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

８１．１ 

 
８０．６ 

０．０ １,６９０．８ 

 合 計 
９．１ 

 
６．７ 

７０．５ 

 
６９．１ 

４４．８ ２１,２７４．４ 

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 24 年９月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成24年10月22日現在 

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％） 

 

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％） 

 

添付－１ 



２．各発電所の特記事項（平成 24 年８月４日～10 月 22 日） 

（１）運転中のプラント 

＊：福島第一原子力発電所事故に対する安全対策の実施状況を踏まえ、計画していく。 
 

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 

 

第 33 回定期検査中 （H23. 1.26 ～ 未定＊） 
・発電停止       （H23. 1.26  0:00） 
・原子炉停止     （H23. 1.26  5:22） 

敦賀２号機  ・発電停止    (H23. 5. 7 17:00) 
 ・原子炉停止   (H23. 5. 7 20:00) 一次冷却材中の放射能濃度上昇のため停止  

第 18 回定期検査中 （H23. 8.29 ～ 未定＊） 

美浜１号機 第 25 回定期検査中 （H22.11.24 ～ 未定＊）当初平成 23 年４月下旬定期検査終了予定 
・発電停止       （H22.11.24 10:30） 
・原子炉停止     （H22.11.24 12:25） 

美浜２号機 コーストダウン運転（H23.11.30  2:00 ～ H23.12. 7  20:00※） 
※手動停止に向けて出力降下を開始した時刻  

・発電停止    (H23.12. 8  3:15) 
 ・原子炉停止   (H23.12. 8  4:00) Ａ-加圧器スプレ弁グランドリークオフ流量増加に伴う停止 

第 27 回定期検査中  (H23.12.18 ～ 未定＊) 

美浜３号機 第 25 回定期検査中 (H23. 5.14 ～ 未定＊) 
・発電停止    (H23. 5.14 11:00) 
・原子炉停止      (H23. 5.14 12:59) 

大飯１号機 第 24 回定期検査中 （H22.12.10 ～ 未定＊）当初平成 23 年４月上旬定期検査終了予定 
・発電停止       （H22.12.10 10:00） 
 ・原子炉停止     （H22.12.10 11:25） 
・原子炉起動     （H23. 3.10 19:00）、臨界（H23. 3.11  0:40） 
・調整運転開始   （H23. 3.13 11:00） 
・発電停止    (H23. 7.16 19:48) 
・原子炉停止   (H23. 7.16 20:53) Ｃ－蓄圧タンク圧力の低下のため停止 

大飯２号機 第 24 回定期検査中 (H23.12.16 ～ 未定＊) 
・発電停止    (H23.12.16 16:00) 
・原子炉停止      (H23.12.16 18:35) 

大飯４号機 第 14 回定期検査中 （H23. 7.22 ～ H24.８月 16 日） 
・発電停止     (H23. 7.22 23:30） 
・原子炉停止   （H23. 7.23  2:21） 
・原子炉起動   (H24. 7.18 21:00)、臨界（H24. 7.19  6:00） 
・調整運転開始  (H24. 7.21  7:00) 
・営業運転再開  (H24. 8.16 14:00) 

高浜１号機 第 27 回定期検査中 （H23. 1.10 ～ 未定＊）当初平成 23 年４月中旬定期検査終了予定 
 ・発電停止       （H23. 1.10 10:03） 
 ・原子炉停止     （H23. 1.10 12:20） 

高浜２号機 コーストダウン運転 (H23.11.19  0:30 ～ H23.11.25 16:00※) 
                ※定期検査開始に向けて出力降下を開始した時刻 

第 27 回定期検査中 (H23.11.25 ～ 未定＊)   
 ・発電停止    (H23.11.25 23：02) 
 ・原子炉停止   (H23.11.26  2：26) 

高浜３号機 第 21 回定期検査中 （H24. 2.20 ～ 未定＊） 
・発電停止    （H24. 2.20 23:00） 
・原子炉停止   （H24. 2.21  3:50） 

高浜４号機 第 20 回定期検査中 （H23. 7.21 ～ 未定＊） 
・発電停止    （H23. 7.21 23:00） 
・原子炉停止   （H23. 7.22  2:08） 



（２）建設中のプラント 

 

 

（３）廃止措置中のプラント  

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20. 2.12 ～） 

・カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業実施中 

（H21. 9. 2 ～） 

・重水浄化系のトリチウム除去作業実施中（H24. 2.27 ～） 

・Ｂ復水器中部胴等の解体撤去作業実施中（H24. 8.29 ～） 

・原子炉建屋内計装機器・配管等の残留重水回収作業実施中（H24. 9.27 ～） 

第 25 回定期検査中（H24. 9. 1 ～ H24.12.28 予定） 

 

 

３．燃料輸送実績（平成 24 年８月４日～10 月 22 日） 

＜新燃料輸送＞   

 

＜使用済燃料輸送＞  

なし 

 

 

４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 24 年８月４日～10 月 22 日） 

発電所名 特記事項 

大飯発電所 
青森県の日本原燃(株)低レベル放射性廃棄物埋設センターに、充填固化体

1,008 本（輸送容器 126 個）を搬出    (10 月７日 大飯発電所出港) 

美浜発電所 
青森県の日本原燃(株)低レベル放射性廃棄物埋設センターに、充填固化体

1,056 本（輸送容器 132 個）を搬出    (10 月９日 美浜発電所出港) 

 

発電所名 特記事項 

もんじゅ 設備保全対策（H24. 4. 2 ～） 

 発電所名 概   要 

高浜２号機 新燃料集合体 28 体を三菱原子燃料（株）より受け入れ（８月 22 日） 

高浜３号機 新燃料集合体 36 体を米国アレバＮＰより受け入れ  （８月 30 日） 

大飯３号機 新燃料集合体 26 体を原子燃料工業（株）より受け入れ（９月 ６日） 

高浜２号機 新燃料集合体 24 体を三菱原子燃料（株）より受け入れ（９月 11 日） 

大飯３号機 新燃料集合体 30 体を原子燃料工業（株）より受け入れ（９月 13 日） 

高浜４号機 新燃料集合体 36 体を米国アレバＮＰより受け入れ  （９月 20 日） 

高浜２号機 新燃料集合体 ８体を原子燃料工業（株）より受け入れ（10 月 ２日） 

高浜１号機 新燃料集合体 20 体を原子燃料工業（株）より受け入れ（10 月 16 日） 



 

件番 ② 

発電所名 高速増殖原型炉 もんじゅ 

発生事象名 燃料交換片付け作業中における炉内中継装置の落下 

発生年月日 平成 22 年９月 ６日（炉内中継装置の落下原因が確定した日） 

終結年月日 平成 24 年７月 27 日 

発生時プラント状況 建設中 

系統設備名 燃料交換設備 

国への報告区分 － 

尺度区分（暫定） 
基準１ 基準２ 基準３ 評価レベル 

－ － ０－ ０－ 

事象概要  

平成 22 年８月 11 日から８月 17 日にかけて燃料交換作業を行った後、この作業の後片づけ

として、グリッパ（つかみ具）を用いて炉内中継装置＊を原子炉容器内から取り出す作業を実

施していたところ、８月 26 日 14 時 48 分頃に、約２ｍ吊り上げた時点で吊り荷重が急減し、

その直後に衝突音が確認された。調査の結果、吊り荷重の急減は、炉内中継装置が落下したこ

とによるものと判明した。 

  グリッパは、２つの爪の間に爪開閉ロッドを押し込むことで爪を押し広げて、炉内中継装置

頂部の内側をつかむ構造となっている。外観点検の結果、開閉ロッドが約 90 度回転した状態

で押し込まれているために、爪が十分に押し広げられていないことがわかった。また、片方の

爪にずれ跡があることが確認された。 

 分解点検の結果、爪開閉ロッドが回転した原因は、爪開閉ロッドと爪開閉ロッドを押し下げ

る駆動部を接続するネジ部が緩んだことによるものであった。 

  落下した炉内中継装置の引抜き・復旧について、燃料出入孔スリーブと一体で引抜く方針を

決定し準備作業を進め、５月 24 日より炉内中継装置引抜きに向けた作業を開始し、６月 24日

に引抜き作業を完了した。今後、詳細な点検を実施する。 

＊：燃料交換時に炉心と燃料出入設備との間で炉心構成要素を移送する燃料交換設備の構成機器 の一つ 

原因  

グリッパ（つかみ具）の爪が十分に開いていない状態で炉内中継装置を吊り上げたことにより、

吊り上げ途中で爪が外れて落下したものと推定された。 

対策  

 

添付－２ 


